
質の高いものづくりを
進める力

環境にやさしい
ものづくりを進める力

産学連携や地域連携を加速させ、
リサイクルCFRPによる製品化を推進。

金型技術を中心に、ものづくり研究を網羅的に支援できる施設へ。

「岐阜大学にはすごい
生命科学研究機関がある」と
一目置かれるセンターに。

新たな分野の研究を進める力

次世代金型技術研究センター

炭素繊維リサイクル研究センター

生命の鎖統合研究センター

医学・薬学・獣医学・工学・応用生物科学の研究・教育拠点がワンキャ

ンパスに集まる岐阜大学に、3つの新たなセンターが誕生しました。世界トッ

プレベルの研究者たちが持つ叡智を個々の分野に留めるのではなく、学

部や組織を横断して双方向的に連携させるのと同時に、センターを核とし

たコンソーシアムの形成などを通じ、外部とのつながりの強化を図るのが

狙いです。これにより、岐阜大学が持つ知識や人材を有効活用し、大きな

研究プロジェクトに協働で取り組むことで今までにない成果を上げるなど、

大学全体の研究力と教育力のさらなる向上が期待されています。

岐阜大学に誕生した
新たな3つの

進める力

生命の鎖
統合研究センター
（研究推進・社会

連携機構内）

炭素繊維リサイクル
研究センター

次世代金型技術
研究センター

当センターでは、リサイクルCFRPの実用化に向けた研究に特化しています。す
でに廃CFRPから炭素繊維を回収する技術は事業化のめどが立ちましたが、今後
の課題は、回収した炭素繊維から中間基材を作り、製品化までどう結び付けていく
かです。そこで、幅広い業界に周知し、炭素繊維リサイクルのコンソーシアムを形
成すべく、新たにセンターを立ち上げました。製
品化には回収した繊維の健康影響などを評価す
る必要がありますが、応用生物科学部の先生にも
協力を仰ぎ、マウスによる暴露実験などを実施し
ています。多様な分野の研究拠点が集まる岐阜
大学の特色を活かし、今後もリサイクルCFRPを
使った製品の開発を推進していく考えです。

2つのセンターを「次世代金型技術研究センター」
に統合したことで、岐阜大学におけるものづくり研
究の窓口が一本化し、民間企業がワンストップで協
力を依頼できる体制が構築できました。また、新た
に地域連携部門を設けて連携体制を強化することで
以前にも増して研究開発が活発化し、政府の補助金
を利用した事業などが新たに進んできています。従
来の素形材や加工技術に加え、生産システムの部門

を新設し、ロボット技術やIoT、VRなどを活用した次
世代生産システムの開発にも着手。これらの技術を
組み合わせ、ものづくりを総合的に支援できるセン
ターができたと実感しています。設備面においても、
平成29年度から金属3Dプリンターが稼働を始めまし
た。効率的に金型が製造できる最新のツールを手に
したことで、企業の技術開発をより一層力強く後押
しできるのではと思います。

石田教授　総合的な生命科学の研究拠
点としての強みを活かし、大きな研究
テーマに対してプロジェクトを組んで成
果を出していきたいと思います。そして
その成果を、論文などを通してアウトプッ
トし、「岐阜大学にはすごい研究機関があ
る」と発信することで、新しい創薬基盤の
形成を図っていきたいと思います。

小林特任教授　リエゾンファンクション
という外部の機構がマネジメントを専門
に行い、提携機関の模索や資金調達など
を進めていきます。従来は先生方が個々
で外部機関や他大学と連携して研究する
のが一般的でしたが、今後は大学内外の
連携がより一層強まり、センター全体の研
究力が向上することを期待しています。

次世代金型技術研究センター

3つの研究コアグループ

金型創成技術
研究センター

成形・加工技術

生産技術

設計技術

金型実践教育プログラム

複合材料研究
センター

高性能複合材料

炭素繊維・樹脂

接合・界面技術

リサイクル技術

炭素繊維リサイクル研究センターの役割

切断
破砕
分級

廃CFRP 製品繊維回収 炭素繊維

品質評価・健康影響評価

中間基材

ひも解く
領域

活かす
領域

つくる
領域

双方向型協働

「次世代金型技術研究センター」は、「金型創成技術研究セ
ンター」と「複合材料研究センター」が持つ研究開発環境と
人材育成プログラムを基盤に、平成28年4月に発足された
ものづくり技術の新たな総合研究拠点。新素材や加工技術、
生産システムの各分野において世界をリードする独創的な
研究を展開し、岐阜県を中心とした東海北陸圏のものづくり
の一大研究ネットワークを形成する一方、高度な専門職業人
の育成にも努め、地元企業の国際競争力の向上に貢献する。

平成28年10月に開設された「炭素繊維リサイクル研究セ
ンター」は、航空機や自動車の新たな素材として注目を集める
高強度の複合材料「炭素繊維強化プラスチック（CFRP）」のリ
サイクル技術の実用化を目指す研究拠点。航空機業界から回
収した廃CFRPの処理や中間基材の製造、リサイクルCFRPの
品質評価のための規格・標準化、健康影響評価などに取り組ん
でおり、中部の企業によるコンソーシアムの形成やリサイクル
CFRPを使った製品化を目指している。

平成29年4月に開設された「生命の鎖統合研究セン
ター」は、岐阜大学の医学、薬学、獣医学、工学、応用生
物科学の各部門で研究が盛んに行われている生命科
学の研究を総合的に進める研究拠点として誕生。糖鎖
や核酸、タンパク質を分子レベルで研究する「つくる
領域」、細胞や組織の現象を解析する「ひも解く領域」、
創薬に向けた具体的な取り組みを推進する「活かす領
域」の3つの研究コアグループが協働し、世界を牽引す
る先進的な研究が行われている。
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工学部

応用生物科学部

教育学部

医学部附属病院

岐阜薬科大学

図書館

岐阜大学動物病院

岐阜県中央家畜保健衛生所
医学部

地域科学部

リエゾンファンクション担当
岐阜大学研究推進・社会連携機構
研究推進部門

小林 雅典 特任教授

生命の鎖統合研究センター長
岐阜大学応用生物科学部

石田 秀治 教授

炭素繊維リサイクル研究センター長
岐阜大学工学部化学・生命工学科 物質化学コース
大学院工学研究科 環境エネルギーシステム専攻

守富 寛 シニア教授

リエゾンファンクション担当
岐阜大学研究推進・社会連携機構 研究推進部門

小林 雅典 特任教授

次世代金型技術研究センター長
岐阜大学工学部機械工学科 機械コース

山下 実 教授




